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次世代プラント情報システム"VPE2007(Virtua=⊃lantEnterprise2007)”
プラントライフサイクルを支援する総合情報技術は,高速大容量ネットワーク技術を中核としてバーチャルプラント エンタープライズを実
現する｡

｢1立製作所は,より信頼性の高い憤子力発電プラント

の実現を目指して,プラント供給メーカーの責任を果た

すために,プラントの計画･設計･調達･製造･検査･

建設や試験･予防保全などのプラントライフサイクルに

わたる業務の生産性向上,および品質向上を目的とした

偵子力総合製品情報管理システムを構築している｡この

システムは,パソコンとワークステーションをクライア

ント サーバネットワークの環境下で接続し,コンカレ

ントエンジニアリング環境やペーパレス化を実現している｡

今後は,インターネット･イントラネットの広がりや

高速･大容量ネットワーク技術の発達により,プラント

ライフサイクルにわたる業務環境が大きく変革し,社内,

国内･海外関連会社との間の情報連携のあり方も大きく

変ろうとしている｡

日立製作所は,プラントライフサイクルを支援する総

合情報技術が10年後に大変革した姿"VPE2007''(Vir-

tualPlant Enterprise2007)を想定して,次惟代プラン

ト情報システムの開発を進めている｡

*‖‾ウニ製作所ト_卜立二Ⅰ二場♯*‖‾社製作所l=ナニ研究何 事事*‖立ニュークリアエンジニアリング株式会社
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l.はじめに

国内外のグローバルな環境変化,競争の激化によって

あらゆる面で抜本的な改革,合理化が叫ばれており,プ

ラントライフサイクルを支える総合情報技術は,ますま

す重要性が高まり,経営戦略の一つの大きな柱になって

きた｡

日立製作所は,より信頼性の高い原子力発電プラント

の実現を目指して,プラント供給メーカーの責任を果た

すために,プラントの計両･設計･調達･製造･建設や

試験･予防保全を含むプラントライフサイクル全般にわ

たって,関連する業務を総合的に支援する憤子力総合製

品情報管理システム"HIPDM21(HitachiProductData

ManagementSystemtowardthe21stCentury)”を開

発し,他社に先駆けて実用化した｡

このシステムは,各業務で使用するパソコンなどをク

ライアント サーバネットワーク環境下で接続し,CALS

(CommerceatLightSpeed)やSTEP(ISOlO303:Stand-

ardfortheExchangeofProductModelData)技術を

導入することによって国内外の関連会社との連携をも視

野に入れたものである1)･2)｡

プラント情報技術の一つであるネットワーク技術の進

展に伴い,プラントのライフサイクルを支援する業務形

態は激変する｡これに対応した,次世代プラント情報シ

ステムの構築が不可欠である｡

ここではまず,HIPDM21のシステム概要について述

べ,次にプラントライフサイクルを支援する総合情報技

術の10年後の姿``vpE2007(VirtualPlant Enterprise

プロジ工クト

崖

エンジニアリンク系

2007)”を想定した次世代プラント情報システムを展望

する｡

2.原子力総合製品情報管理システム

"HIPDM21”

HIPDM21の目的は,プラントにかかわるすべての情

報を電子データ化し,CALSアプローチに基づいて,社内

の各部署間･関連会社間,さらに電力会社,建築会社,

国内外協力会社･部品ベンダなどと情報の交換･共有化

を行い,コンカレントエンジニアリング環境とペーパレ

ス化の実現を図ることにある｡すなわち,計画･設計･

製作･建設･運車云･保守のプラントライフサイクルを支

援する情報のインフラストラクチャーの実現をねらいと

したものである｡

HIPDM21のシステム構成を図1に示す｡このシステ

ムは,基幹システムと各アプリケーションシステムで構

成する｡基幹システムには,(1)部門間･システム間の情

報連携を支援するエンジニアリングデータ コントロー

ル システム,(2)共有データを管理する統合年産情報管

理データベースシステム,および(3)図面･書類などを管

理するドキュメント管理システムがある｡

各アプリケーションシステムでは,これらの基幹シス

テムを介して,設計情報,生産工程情報,図書情報,お

よび管理情報の相互乗り入れを図っている｡プラント関

連の情報検索を容易にし,ワークフロー機能によってプ

ロジェクト全体の進捗(ちょく)状況から個々のスケジュ

ールまでを連動させて管理することにより,コンカレン

トエンジニアリング環境とペーパレス化を実現する｡こ

のたび,実機プラントに通用を開始した｡
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図1原子力総合製品情報管理システム"HIPDM21”の構成

基幹システムを介して各アプリケーションシステムの設計情観.生産工程情報,図書情報,および管理情報の相互乗り入れを実現する｡
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3.次世代プラント情報システムの展望

情報処理技術は現在大きな変革の中にある｡その中で,

プラント情報システムがどのように発展するか,そのた

めの技術課題は何かを,10年程度のスコープで検討する｡

情報処理技術変革の中心は,何といっても情報ネット

ワークの拡大にある｡現在,わが国では光ファイバ綱や

衛星通信の拡充が計画され,米国では無料で利用できる

地域無線ネットワーク綱などの整備が始まろうとしてい

る｡したがって,10年後には高速大容量の情報ネットワ

ークが世界各地で利用可能となり,プラント情報システ

ムにも一大変革をもたらすものと考える｡

変革の第一は,高度化したインターネット･イントラ

ネットによって遠隔業務が日常化することである｡設

計･製造･建設･保全の情報はW‾WWやネットワーク

上のデータベースで共有され,ネットワークコンピュー

タなど低価格な機器を利用して,時間や場所に関係なく

業務が遂行でき,またサービスを享受することが可能に

なる｡

その結果,在宅のリモートエンジニアの増大は言うま

でもなく,特徴的な技術やノウハウを持った国内外のさ

まざまな企業が設計･製造･建設･保全などを分担しあ

うVE(VirtualEnterprise)や,プラント情報のリソース

サービスや,広くプラント設計･建設･運用などにかか

わる情報の収集を代行する情報プロバイダなど,新たな

事業が現実のものになる｡そのためプラントメーカーは,

自らの技術を生かした設計･製造を行うことばかりでな

く,広い範囲から高性能･高信頼･低佃格な資材やサー

ビスを調達し,プラントオーナーやVE参加企業に対して

整合性の保たれた情報を提供する役割を持つようになる

(図2参照)｡

変革の第二は,情報共有や業務連携などの標準化が著

しく進むことである｡ネットワーク化の進展は,何より

も情報が互いに矛盾なく流通することを要求する｡した

がって,従来の局所的な取り決めではなく,国際標準形

式〔STEP,SGML(ISO8879:Standard Generalized

MarkupLanguage),JISX4151【1992,EDI(Electronic

DataInterchange)など〕で記述されたプラント製品デ

ータが,標準的な機構〔CITIS(ContractorIntegrated

TechnicalInformation Service)など〕によって管理さ

れ,標準化された手順〔www,CORBA(Common

ObjectRequestBrokerArchitecture)など〕で流通する

ことになる｡
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図2 プラントメーカーの今後の役割

プラントライフサイクルにわたる一貫した製品情報の提供が大

きな役割となる｡

標準化の一つの帰結は,製品情報とそれにまつわる業

務･管理手順がオブジェクト指向的にパッケージ化され

ることである｡その結果,業務の顕現性が高まり,各企

業で共通な業務のアウトソーシングや新たな企業の参入

が容易になると思われる｡

変革の第三は,プラントCAD/CAEでの自動化技術が

新たに発展することである｡プラントエンジニアリング

では近年,三次元CADやデータベースの普及が著しい｡

例えば,詳細レイアウト設計のように製造･建設の容易

性や安全性･保守性に対する深い配慮が必要なエンジニ

アリングそのものは,人間の知恵と作業を多く必要とし

ている｡このような問題の自動化のため,知識工学応用

など数多くの試みがなされてきたが,知識獲得には特別

な手段が必要で,さらに,知識やノウハウは日々進歩す

るため,十分に利用することは難しかった｡

しかし,ネットワークを十分に活用したプラント情報

システムでは,エンジニアリング情報の発生･利用が漏

れなく,直ちにキャッチでき,しかも情報は従来に比べ

て高品質で,再利肝l生の高いものである｡その結果,情

報力言顕現化し,エンジニア自動化の知識として利用する

ことができるようになる｡またこれにより,熟練技術者

の持っているノウハウや技術も組織的に伝承できるよう

になる｡

エネルギーを支える発電プラントでは高い安全性･信

頼性が要求され,製品寿命も数十年ときわめて長いこと
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が樽徽である｡したがって,ライフサイクルの各時点で

発生する情報をリアルタイムでとらえ,かつ情報の永続

性と整合性を確保して管理,提供する技術を確立するこ

とは,他業種に比べて大きな課題であると言える｡また

今後,ビジネス環境が大きく変革していく中で,情報ネ

ットワークを流通する大量の情報から必要な情報を取捨

選択し,業務全体のスピード化や構造変化に即応できる

ようにすることが,企業の国際競争力の維持･拡大のた

めの必須項目である｡これを達成できない場合,各企業

は多大なリスクを負うことになると考える｡

4.情報共有化への取組み

高い安全性･信頼性が要求される発電プラントは,必

然的に複雑なシステムとなる｡特に,発電プラントは最

も巨大なシステムの一つであり,プラントのライフサイ

クルを支援する業務は単一の部署や企業の範囲を越えつ

つある｡そのため,各部署間や企業間の情報共有が重要

な課題となっている｡

プラント分野の情報共有化の試みとして,通商産業省

のEC(ElectronicCommerce)事業の一つである｢プラン

トCALS/STEP実証事業+がスタートしている｡この実

証事業は,21世紀でのわが国のプラント産業の競争力の

維持と,世界の産業との共生を図るために,CALS/

STEPの情報共有化技術,業務プロセス統合技術に基づ

いて,プラント産業分野のCALS/STEPシステム実用化

技術の確立を目指して実証実験を行うものである｡

プラントCALS/STEPの概要を図3に示す｡プラント

のライフサイクルにわたる主要なアクティビティでは,

許認可官庁,プラントオーナー,プラントメーカー,エ

ンジニアリング企業,建設企業,プラント機材メーカー

など多くの企業が各アクティビティと密接に関連してお

り,プラントライフサイクルの各場面でSTEP,SGML,

EDIなどのCALS/STEP技術を有効活用する環境を構築

する｡

日立製作所は,情報の共有化技術の確立に積極的に取

り組み,VPE2007の構築のためのインフラストラクチャ

ーとする考えである｡
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図3 プラントCALS/STEP実証事業

プラントライフサイクルの各場面で,STEP,SGML,EDlなどの

CALS/STEP技術を有効活用する｡

5.おわりに

ここでは,今後10年後のプラントライフサイクルを支援

する総合情報技術の姿として,ネットワークを中心とした

VPE2007を展望し,その技術課題と取組みについて述べた｡

インターネット,イントラネットに代表される高速大

容量ネットワークを中核とした,プラントライフサイク

ルを支援する総合情報技術は,企業の競争力強化に大き

く貢献できるものと考える｡

日立製作所は,その第1ステップとして,CALS技術を

導入したHIPDM21を開発し,実用化した｡

今後は,プラント統合情報リソースサービス会社が実

現するものと思われる｡10年後を見据え,次世代プラン

ト情報システム"VPE2007''の実現に向けて,情報の永

続性と整合性を維持,管理,提供する技術,大量の情報

から必要な情報を取捨選択する技術などの技術課題を解

決し,さらにリモートエンジニアリング,各種公開デー

タベース,ネットワークコンピュータ,リソースサービ

スなどの個々のシステムや技術を積極的に導入して,プ

ラントライフサイクルを支援する総合情報技術を確立し

ていく考えである｡

1)好永,外:プラントエンジニアリング情報の統合化と高度活用,日立評論,78,4,309-314(平8-4)
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